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６月定例会
一般質問

　

本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁

の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。（
※
掲
載
は
発
言
順
）

　

各
議
員
の
平
成
㉙
年
２
月
定
例
会
以
降
の

一
般
質
問
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

角
谷　

敏
男
（
共
産
党
）

生
活
保
護
行
政
の

改
善
と
福
祉
向
上
を

田
村　

繁
已
（
公
明
党
）

民
泊
事
業
を
活
か
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

前
田　

伸
一
（
公
明
党
）

認
知
症
の
当
事
者
の
立
場
に
立 

っ
た
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

問 

生
活
保
護
決
定
の
通

知
文
書
に
は
、
決
定
に
不

服
の
場
合
の
審
査
請
求
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

が
、
文
字
の
大
き
さ
が
６

ポ
イ
ン
ト
で
小
さ
く
て
読

め
な
い
。
以
前
の
⓬
ポ
イ

ン
ト
に
戻
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
専
門
職
の
社
会

福
祉
士
は
、
重
要
な
仕
事

で
あ
り
、
従
来
の
生
活
保

護
行
政
の
改
善
と
福
祉
行

政
の
向
上
を
目
指
す
上
か

ら
も
、
増
員
を
前
向
き
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
ど

う
か
。

答 

（
市
長
）
決
定
に
不

服
が
あ
る
場
合
の
審
査
請

求
の
記
載
は
、
国
が
示
し

た
準
則
に
基
づ
く
様
式
で

あ
る
が
、
そ
の
説
明
書
き

や
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
裏
面
に
少
し
大
き
な

文
字
で
記
載
す
る
な
ど
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
必

要
あ
る
と
考
え
る
。

　

職
員
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
県
な
ど
が
行
っ
て
い

る
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

や
、
課
内
で
勉
強
会
を
実

施
す
る
な
ど
、
日
々
、
資

質
の
向
上
や
研
さ
ん
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
生
活

保
護
の
相
談
者
や
利
用
者

の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
把
握
し
た
上
で
、
丁

寧
な
説
明
や
支
援
を
き
め

細
や
か
に
行
え
る
職
員
体

制
と
な
る
よ
う
引
き
続
き

努
め
て
い
き
た
い
。
専
門

職
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
福
祉
全
体
の

動
向
も
見
な
が
ら
、
引
き

続
き
研
究
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

民
泊
需
要
が
見
込
ま

れ
る
中
で
農
村
民
泊
の
受

け
皿
を
拡
充
す
る
に
は
、

民
泊
推
進
団
体
が
設
立
さ

れ
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
受
け
皿
の
拡
充
を
図

る
の
か
。
ま
た
、
民
泊
事

業
を
運
営
す
る
上
で
交
通

ア
ク
セ
ス
の
問
題
が
重
要

と
な
る
。
公
共
交
通
機
関

が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
移
動
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
地
域
振
興
局
長
）

民
泊
事
業
の
取
り
組
み

は
、
地
域
活
性
化
や
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
創
造

す
る
一
つ
の
大
き
な
手
段

で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、

広
く
市
民
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

今
年
度
は
地
域
の
リ
ー
ダ 

ー
育
成
事
業
で
あ
る
「
と 

っ
と
り
ふ
る
さ
と
元
気

問 

本
市
の
介
護
保
険
事

業
計
画
の
記
述
の
中
で
、

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明

に
な
る
こ
と
を
徘
徊
と
い

う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る

が
、
認
知
症
の
人
の
行
動

は
、
こ
の
徘
徊
と
い
う
言

葉
が
意
味
す
る
よ
う
に
、

目
的
も
な
く
さ
ま
よ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の

徘
徊
と
い
う
表
現
を
当
事

者
の
立
場
に
立
っ
た
言
い

回
し
に
改
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
認
知
症
だ

け
で
な
く
、
何
事
に
お
い

て
も
当
事
者
の
皆
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
て
施
策
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
基
本

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

昨
年
度
、
こ
の
徘
徊
と
い

う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
た

事
業
を
認
知
症
高
齢
者
等

安
心
見
守
り
登
録
事
業
と

名
称
変
更
し
た
と
こ
ろ
で

塾
」
で
民
泊
事
業
の
講
座

も
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
市
長
）
公
共
交
通
の
利

用
を
基
本
と
し
、
民
泊
事

業
者
に
よ
る
送
迎
、
ま
た

地
域
で
取
り
組
む
移
動
手

段
の
確
保
な
ど
が
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
中

山
間
地
域
の
民
泊
は
、
交

通
環
境
も
含
め
た
田
舎
暮

ら
し
を
体
験
す
る
と
い
う

こ
と
も
貴
重
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
交
通
手
段
も

含
め
た
新
た
な
体
験
プ
ラ

ン
づ
く
り
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

あ
る
。
本
市
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢

者
福
祉
計
画
に
お
い
て

も
、
徘
徊
高
齢
者
位
置
検

索
シ
ス
テ
ム
の
記
述
の
中

で
徘
徊
と
い
う
表
現
を
用

い
て
い
る
が
、
早
速
こ
の

事
業
名
を
適
切
な
名
称
に

改
め
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
全
庁
的
に
あ
ら

ゆ
る
業
務
で
、
常
に
当
事

者
の
立
場
に
立
っ
た
施
策

の
推
進
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

一般質問（各個質問）

平成29年度とっとりふるさと元気塾の様子
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岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

学
校
教
育
に
お
い
て
多
く
の
変
革

が
あ
る
平
成
㉚
年
度
を
迎
え
て

星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

後
継
者
育
成
に
よ
り 

ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継
を

横
山　
　

明
（
会
派
新
生
）

駟
馳
山
バ
イ
パ
ス
へ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
に
つ
い
て

問 

本
市
は
全
て
の
公
立

小
中
学
校
で
平
成
⓱
年
度

か
ら
学
校
２
学
期
制
を
完

全
実
施
し
て
い
る
。
目
的

と
し
て
は
、
長
期
休
業
日

を
変
更
し
「
２
学
期
制
の

実
施
に
よ
り
教
育
活
動
に

充
て
る
時
間
数
の
確
保
」

「
子
供
と
教
師
の
か
か
わ

り
づ
く
り
」「
学
校
づ
く

り
の
工
夫
」
を
よ
り
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。

　

現
在
の
２
学
期
制
を
従

来
の
よ
う
な
３
学
期
制
に

戻
す
考
え
が
あ
る
の
か
尋

ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
学
校
の

２
学
期
制
と
３
学
期
制
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
有
効
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
現
在
の
２
学
期
制
導

入
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
本
市
で
は
各

学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
創
意

工
夫
あ
る
取
り
組
み
が
な

問 

県
内
企
業
で
は
業
績

や
後
継
者
難
に
よ
る
将
来

性
へ
の
悲
観
的
な
見
通
し

に
後
押
し
さ
れ
、
事
業
の

停
止
・
休
廃
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え

て
い
る
。
実
際
に
休
廃

業
・
解
散
し
た
代
表
者
の

年
齢
は
�
歳
以
上
が
７
割

以
上
を
占
め
て
お
り
、
県

内
経
済
へ
の
影
響
も
大
き

い
。
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承

継
が
行
え
る
よ
う
、
行
政

と
し
て
の
後
押
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
市
の
実

態
と
支
援
策
に
つ
い
て
問

う
。

答 

（
経
済
観
光
部
長
）

平
成
29
年
度
に
事
業
を
停

止
し
た
市
内
企
業
の
代
表

者
で
、
60
歳
以
上
が
全
体

の
73
・
５
％
、
ま
た
、
鳥

取
県
内
企
業
の
後
継
者
不

在
率
は
72
・
６
％
と
、
全

国
で
６
番
目
に
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

問 

山
陰
近
畿
自
動
車
道

駟
馳
山
バ
イ
パ
ス
の
開
通

に
よ
り
、
鳥
取
砂
丘
周
辺

を
含
む
福
部
町
内
の
車
両

通
行
の
形
態
は
大
き
く
変

わ
り
、
福
部
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
も
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
。
福
部
地
域
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
に
は
、
福
部
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以
下
Ｉ

Ｃ
）
か
ら
大
谷
Ｉ
Ｃ
間
に

新
た
な
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ

れ
、
駟
馳
山
バ
イ
パ
ス
が

有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
整

備
を
要
望
し
て
い
る
が
、

こ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
福
部
町
内

の
新
た
な
Ｉ
Ｃ
の
整
備

は
、
福
部
地
域
の
防
災
・

福
祉
等
の
充
実
な
ど
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
や
、
本
市

第
一
の
観
光
地
で
あ
る
鳥

取
砂
丘
周
辺
の
渋
滞
対

さ
れ
て
い
る
。
２
学
期
制

に
お
い
て
は
、
学
期
末
業

務
の
軽
減
に
よ
り
、
教
員

が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
児
童

生
徒
と
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
た
り
、
長
期
休
業
直

前
ま
で
学
習
計
画
を
立
て

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
交

流
活
動
や
宿
泊
学
習
の
計

画
が
立
て
や
す
く
な
っ
た

り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
現
在
の
と
こ

ろ
２
学
期
制
を
継
続
す
る

こ
と
が
妥
当
と
考
え
て
い

る
。

り
、
市
内
企
業
に
対
す
る

事
業
承
継
支
援
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

本
市
で
は
現
在
、
鳥※

取

県
事
業
引
継
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
事
業
承
継
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
事
業
者
へ
の
動
機

づ
け
や
支
援
体
制
が
必
ず

し
も
十
分
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
り
、
関
係
団
体

に
も
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
新
た
な
支
援
メ
ニ 

ュ
ー
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
鳥
取
県
事
業
引
継
セ
ン
タ
ー
と

は
？

　「
産
業
競
争
力
強
化
法
」
に
基
づ

い
て
、（
公
財
）
鳥
取
県
産
業
振
興

機
構
が
運
営
す
る
公
的
な
相
談
窓
口

で
、
事
業
者
が
培
っ
て
き
た
経
営
資

源
の
承
継
の
手
伝
い
や
、
後
継
者
が

い
な
い
た
め
に
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
小
企
業
を
対
象
に
支
援
を
行
う
。

策
、
ま
た
観
光
振
興
や
周

遊
促
進
の
強
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
国
と
県
に
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
整
備
さ
れ

た
際
に
は
、
駟
馳
山
バ
イ

パ
ス
と
県
道
鳥
取
福
部
線

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が

可
能
と
な
り
、
若
桜
町
か

ら
新
温
泉
町
な
ど
連
携
中

枢
都
市
間
の
移
動
が
円
滑

に
な
る
と
と
も
に
、
鳥
取

市
街
地
の
東
側
の
外
環
状

線
と
し
て
、
市
街
地
の
渋

滞
も
緩
和
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
引
き
続

き
国
や
県
に
設
置
を
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

一般質問（各個質問）

駟馳山バイパス
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長
坂　

則
翁
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

「
働
き
方
改
革
」
に

つ
い
て

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

避
難
行
動
要
支
援
者

に
つ
い
て

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

学
校
施
設
の
耐
震
設
備
と

専
門
的
人
材
の
強
化
を

問 

避
難
行
動
要
支
援
者

支
援
制
度
は
、
災
害
時
に

自
力
で
避
難
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

を
、
自
治
会
や
町
内
会
、

自
主
防
災
会
な
ど
の
地
域

で
支
援
す
る
こ
と
で
、
誰

で
も
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
自
助
・
共
助
の

考
え
方
は
私
自
身
も
大
い

に
賛
同
す
る
。
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
支

援
者
に
対
し
て
ど
こ
ま
で

の
支
援
を
求
め
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
平
常
時
か

ら
避
難
行
動
要
支
援
者
の

情
報
を
地
域
と
行
政
が
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避

難
行
動
要
支
援
者
が
災
害

時
に
お
け
る
情
報
伝
達
、

避
難
誘
導
、
安
否
確
認
な

ど
を
迅
速
か
つ
的
確
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

の
整
備
を
図
り
、
災
害
に

問 

今
日
、
正
社
員
と
非

正
規
労
働
者
の
不
合
理
な

待
遇
格
差
の
問
題
、
ま
た

長
時
間
労
働
の
問
題
、
過

労
死
、
過
労
自
殺
の
問
題

な
ど
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
働
き
方

改
革
は
公
務
員
が
率
先
し

て
取
り
組
み
、
民
間
企
業

へ
波
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
市
と
し
て
も

職
員
の
働
き
方
改
革
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
、
庁
内

横
断
的
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
新
た
な
組

織
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の
所
見
を

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
、
現
在
は
本

市
の
特
定
事
業
主
行
動
計

画
の
推
進
に
当
た
っ
て
、

市
長
部
局
と
各
種
委
員

会
、
職
員
組
合
か
ら
の
代

表
委
員
に
よ
っ
て
検
討
委

員
会
を
設
け
て
い
る
と
こ

問 

東
日
本
大
震
災
後
、

全
国
の
自
治
体
で
小
・
中

学
校
の
施
設
の
耐
震
化
が

急
務
と
な
り
、
本
市
で
も

耐
震
、
設
備
改
修
を
実

施
。
国
は
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
基
本
計
画
を
策
定

し
、
㉜
年
ま
で
に
施
設
ご

と
の
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
を
求
め
て
い
る
。
耐
震

装
置
や
設
備
な
ど
の
維
持

管
理
に
は
専
門
知
識
が
必

要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

の
み
で
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
部
局
と
連
携
を
強

め
、
予
算
や
人
材
を

強
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
安
心

で
安
全
な
施
設
環
境

を
維
持
す
る
に
当
た

り
、
計
画
的
な
管
理

を
行
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
必
要
で
あ

ろ
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の

会
を
も
と
に
し
て
、
国
が

推
し
進
め
て
い
る
働
き
方

改
革
に
関
連
す
る
経
済
観

光
部
も
検
討
委
員
会
に
加

え
る
こ
と
を
検
討
し
て
、

こ
の
組
織
で
さ
ら
な
る
働

き
方
改
革
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
支
援
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
可
能
な
範

囲
で
、
日
ご
ろ
か
ら
声
か

け
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
、
要
支
援
者
の
方
の
生

活
の
変
化
な
ど
の
確
認
に

加
え
、
災
害
時
に
は
、
災

害
情
報
の
伝
達
や
ご
近
所

に
応
援
を
呼
び
か
け
て
い

た
だ
き
な
が
ら
避
難
支

援
、
ま
た
安
否
確
認
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

り
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
学
校
ご
と
の
具
体
的

な
維
持
管
理
等
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
施

設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
の
計
画
の
中

で
、
で
き
得
る
限
り
有
利

な
財
源
の
確
保
な
ど
に
も

努
め
、
財
政
負
担
の
軽
減

も
図
り
つ
つ
、
民
間
の
専

門
的
な
知
見
も
活
用
す
る

な
ど
し
て
、
適
切
な
教
育

環
境
の
確
保
に
今
後
も
努

め
て
い
き
た
い
。

一般質問（各個質問）

耐震化が完了した学校施設
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石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

青
谷
上
寺
地
遺
跡
を
活
用

し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て

吉
野　

恭
介
（
会
派
新
生
）

技
術
立
市
・
鳥
取
を

掲
げ
て

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

森
林
経
営
管
理
法
の

施
行
に
つ
い
て

問 

「
地
下
の
弥
生
博
物

館
」
と
称
さ
れ
る
青
谷
上

寺
地
遺
跡
の
多
く
の
優
れ

た
出
土
遺
物
は
、
歴
史
文

化
を
含
む
貴
重
な
観
光
資

源
で
あ
り
、
将
来
的
に
青

谷
町
地
内
に
常
設
の
施
設

で
展
示
活
用
す
る
こ
と
が

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
現
在
の
青

谷
上
寺
地
遺
跡
展
示
館
は

仮
設
の
展
示
館
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
史
跡
整
備

と
は
別
の
新
た
な
展

示
施
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
本
市
の
考
え

方
を
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
青

谷
上
寺
地
遺
跡
の
調

査
・
研
究
に
当
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
県

が
主
体
的
に
行
っ
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、

遺
物
の
収
蔵
・
展
示

に
お
い
て
は
引
き
続

き
県
に
お
い
て
取
り

問 

中
小
企
業
が
主
体
の

本
市
に
お
い
て
、
特
徴
あ

る
魅
力
的
な
企
業
の
存
在

や
誰
も
が
活
躍
し
や
す
い

環
境
の
整
備
は
、
若
者
の

転
出
抑
制
・
転
入
促
進
の

た
め
重
要
で
あ
る
。「
面

白
い
も
の
づ
く
り
な
ら
鳥

取
」
と
、
技
術
立
市
・
鳥

取
を
掲
げ
、
製
造
業
の
復

活
に
オ
ー
ル
鳥
取
で
取
り

組
み
た
い
。

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
困

難
な
人
材
育
成
の
環
境
づ

く
り
な
ど
、
支
援
策
に
つ

い
て
市
長
に
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
地
元
中
小

製
造
業
の
生
産
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
本
市

独
自
の
支
援
制
度
を
創
設

し
て
積
極
的
に
支
援
す
る

な
ど
、
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
て
製
造
業
の
振
興
に

力
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
右

肩
下
が
り
で
あ
っ
た
本
市

問 

林
業
の
成
長
産
業
化

と
森
林
資
源
の
適
切
な
管

理
を
図
る
目
的
で
、
新
た

な
森
林
管
理
制
度
を
創
設

す
る
森
林
経
営
管
理
法
が

成
立
し
た
。
来
年
４
月
に

施
行
と
な
り
、
森
林
所
有

者
に
森
林
を
適
切
に
管
理

す
る
責
務
を
課
す
。
所
有

者
が
管
理
で
き
な
い
場

合
、
新
制
度
で
は
管
理
権

を
市
町
村
が
取
得
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
権
利
を
取

得
し
た
時
の
本
市
の
責
務

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
ま

た
、
専
門
員
の
配
置
が
必

要
と
考
え
る
が
確
保
対
策

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
農
林
水
産
部
長
）

森
林
経
営
管
理
法
で
は
、

市
町
村
の
責
務
と
し
て
、

森
林
の
経
営
管
理
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
森

林
所
有
者
か
ら
森
林
の
経

組
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
大
量
の
木
製
品
や

弥
生
人
の
脳
、
倭
国
大
乱

と
し
て
知
ら
れ
る
弥
生
時

代
の
戦
乱
を
想
起
さ
せ
る

人
骨
や
武
器
な
ど
大
変
貴

重
な
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
の
で
、
本
市
と
し
て
も

県
と
協
力
し
な
が
ら
、
活

用
に
つ
い
て
の
検
討
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

の
製
造
品
出
荷
額
は
、
よ

う
や
く
回
復
傾
向
に
向
か

い
始
め
て
い
る
。
今
後
は

本
市
の
製
造
業
を
支
え
て

い
く
高
度
人
材
の
育
成
や

確
保
に
も
外
国
人
人
材
の

活
用
も
含
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
本
市

の
製
造
業
の
完
全
復
活
に

向
け
て
、
ま
さ
に
オ
ー
ル

鳥
取
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

営
管
理
権
を
取
得
し
た
後

の
市
の
責
務
は
、
林
業
経

営
に
適
し
た
森
林
に
つ
い

て
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
林
業
経
営
者
に
よ
る
経

営
を
進
め
、
林
業
経
営
に

適
さ
な
い
森
林
は
、
市
が

必
要
な
管
理
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
現
在
本

市
に
は
専
門
職
員
は
お
ら

ず
、
今
後
、
よ
り
専
門
的

な
知
識
や
経
験
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
国
の
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
活
用
し
、
林
業
技
術

者
の
雇
用
や
専
門
職
が
在

籍
す
る
法
人
等
へ
の
事
務

の
委
託
を
行
う
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

一般質問（各個質問）

青谷上寺地遺跡展示館

市の管理が必要になる森林
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山
田　

延
孝
（
会
派
新
生
）

健
全
な
財
政
運
営
に

つ
い
て

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
産
業
振
興

に
つ
い
て

足
立　

考
史
（
無
所
属
）

中
核
市
移
行
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
福
祉
部

の
「
指
導
監
査
室
」
の
業
務
に
つ
い
て

問 

今
後
、
中
小
受
注
製

造
企
業
は
受
注
品
以
外
の

独
自
完
成
品
を
製
造
販
売

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
発

注
者
の
盛
衰
に
左
右
さ
れ

場
合
に
よ
っ
て
は
発
注
を

打
ち
切
ら
れ
て
、
企
業
と

し
て
生
き
残
れ
な
い
状
況

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

自
社
独
自
品
を
製
造
販

売
す
る
地
元
企
業
を
今
後

ふ
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
、
こ
の
様
な

企
業
を
ふ
や
す
方
策
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答 

（
経
済
観
光
部
長
）

自
社
独
自
の
完
成
品
製
作

を
目
指
す
企
業
に
対
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で

の
行
政
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
新
製
品
の
開
発
段
階

で
は
、
県
の
産
業
振
興
機

構
や
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

が
、
研
究
開
発
に
係
る
専

門
家
派
遣
や
試
験
分
析
機

器
の
活
用
な
ど
を
支
援
し

問 

本
市
は
、
長
期
財
政

計
画
に
基
づ
き
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
今
後
も
徹
底
し
た
事

務
事
業
の
見
直
し
や
補
助

金
の
適
正
な
管
理
に
努
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

中
核
都
市
と
し
て
、
圏
域

を
牽
引
し
、
圏
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
本
市
が
着

実
に
発
展
す
る
た
め
に
も

自
主
財
源
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
将
来
に
わ
た
り

健
全
な
財
政
運
営
、
特
に

自
主
財
源
の
安
定
的
な
確

保
対
策
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
本
市
は
こ

れ
ま
で
、
企
業
誘
致
や
人

口
増
加
対
策
な
ど
、
税
財

源
の
拡
充
に
繋
が
る
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
、
戦
略

的
な
財
政
運
営
を
行
い
、

問 

中
核
市
移
行
に
よ
り

移
譲
さ
れ
た
業
務
の
う

ち
、
介
護
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
施
設
・
事

業
所
の
指
定
や
指
導
監
督

業
務
を
行
う
指
導
監
査
室

が
新
設
さ
れ
た
。
中
核
市

と
な
り
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
相
談
が
で
き
る
体
制
と

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
所
等
に
対
す

る
指
導
監
督
は
、
利
用
者

へ
の
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

重
要
な
業
務
で
あ
り
、
適

正
な
指
導
監
督
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
新
設
さ
れ

た
指
導
監
査
室
の
具
体
的

な
業
務
と
今
後
の
指
導
監

督
の
方
針
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
指
導
監
査

室
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
指
定
や
実
地

指
導
、
施
設
監
査
を
行

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
市

債
の
発
行
や
基
金
の
適
正

な
運
用
を
徹
底
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済

の
好
循
環
を
生
む
取
り
組

み
を
強
力
に
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
対
策

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

ま
た
、
本
市
が
持
っ
て
い

る
豊
か
な
観
光
資
源
を
生

か
し
た
観
光
客
の
誘
客
な

ど
、
将
来
に
わ
た
る
人
口

増
加
と
税
源
確
保
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

て
い
る
。
設
備
投
資
に
当

た
っ
て
は
、
本
市
及
び
県

が
各
種
助
成
制
度
を
設
け

て
い
る
ほ
か
、
販
路
開
拓

に
つ
い
て
も
展
示
商
談
会

へ
の
出
展
や
海
外
へ
の
展

開
な
ど
に
本
市
や
県
産
業

振
興
機
構
の
助
成
制
度
が

活
用
で
き
る
。
県
産
業
振

興
機
構
で
は
製
品
開
発
及

び
事
業
化
に
つ
い
て
の
企

業
向
け
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
独
自
製
品
の
開
発
へ

の
各
機
関
に
よ
る
支
援
を

最
大
限
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
地
元
中
小
製

造
業
へ
の
情
報
発
信
に
努

め
る
。

う
。
私
立
保
育
所
や
認
可

外
保
育
園
な
ど
の
児
童
福

祉
施
設
へ
の
実
地
指
導
、

監
査
も
行
う
。
指
導
監
督

の
第
一
の
目
的
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安

全
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
開
設
の
申
請
時
に
は

法
令
等
に
照
ら
し
た
審
査

を
行
い
、
ま
た
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
、
効
果
的

に
法
令
等
の
周
知
や
運
営

に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
事
業
者
の
理
解
不

足
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る

不
適
切
な
運
営
や
不
正
の

未
然
防
止
に
取
り
組
む
。

そ
の
た
め
、
適
切
な
指
導

監
督
を
行
え
る
よ
う
、
研

修
受
講
に
よ
る
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
県
、
東

部
４
町
と
の
さ
ら
な
る
連

携
強
化
も
図
っ
て
い
く
。

一般質問（各個質問）

産業技術センター
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米
村　

京
子
（
結
）

石
綿
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

勝
田　

鮮
二
（
結
）

下
水
道
分
担
金
の
格

差
解
消
に
つ
い
て

桑
田　

達
也
（
公
明
党
）

住
民
自
治
意
識
の
向
上

と
情
報
共
有
に
つ
い
て

問 

平
成
㉙
年
４
月
、
環

境
省
よ
り
「
建※

築
物
等
解

体
工
事
に
お
け
る
石
綿
飛

散
に
係
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
た
。

何
の
連
絡
も
な
く
工
事
が

始
ま
る
と
、
周
辺
住
民
に

不
信
感
が
募
る
た
め
、
住

民
と
情
報
を
相
互
に
交
換

し
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
石
綿
飛
散

に
係
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

県
条
例
に
よ
り
、
事
前
調

査
結
果
の
掲
示
ま
た
は
作

業
掲
示
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
届
け
出
の
都

度
、
石
綿
除
去
方
法
及
び

問 

下
水
道
が
整
備
さ
れ

る
と
、
生
活
排
水
や
雨
水

が
速
や
か
に
排
除
さ
れ
る

な
ど
、
生
活
環
境
が
改
善

さ
れ
、
土
地
の
利
便
性
や

資
産
価
値
が
高
ま
る
。
公

共
下
水
道
や
集
落
排
水
の

整
備
済
み
区
域
に
建
物
を

新
設
す
る
な
ど
、
新
た
に

下
水
道
を
利
用
す
る
場
合

負
担
す
る
の
が
分
担
金
で

あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て

大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
市
民
の
公
平
・
平
等

の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
分

担
金
を
今
よ
り
安
く
し
、

統
一
す
る
べ
き
と
考
え

る
。
移
住
者
目
線
も
含
め

市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
分
担
金
の

額
に
つ
い
て
、
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
状
況
に
あ

る
が
、
こ
れ
は
合
併
前
の

市
町
村
が
下
水
道
事
業
の

規
模
や
地
域
の
諸
事
情
を

勘
案
し
て
そ
れ
ぞ
れ
算
定

問 

公
共
課
題
の
解
決
の

た
め
、
我
々
は
公
共
団
体

の
「
補※

完
性
の
原
理
」
に

つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

民
主
体
の
自
治
力
を
強
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、「
住
民
自

治
基
本
条
例
」
の
原
則
で

あ
る
市
と
市
民
と
の
公
平

な
情
報
共
有
が
肝
要
で
あ

り
、
市
側
の
圧
倒
的
な
情

報
の
優
位
性
に
基
づ
く
行

政
論
理
あ
り
き
で
は
市
民

と
の
相
互
理
解
や
信
頼
関

係
は
築
け
な
い
。
市
長
の

認
識
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
住
民
の
意

思
と
責
任
に
基
づ
い
て
行

う
住
民
自
治
を
進
め
て
い

く
上
で
、
市
民
と
市
が
相

互
に
理
解
し
、
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

や
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
行

飛
散
防
止
措
置
等
に
つ
い

て
工
事
発
注
者
、
ま
た
施

工
者
が
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ

り
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ

と
を
指
導
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続

き
助
言
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

※
「
建
築
物
等
解
体
工
事
に
お
け
る

石
綿
飛
散
に
係
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　
石
綿
飛
散
に
係
る
リ
ス
ク
や
飛
散

防
止
対
策
の
内
容
と
効
果
な
ど
に
関

す
る
正
確
な
情
報
を
関
係
者
間
で
共

有
し
、
相
互
に
意
思
疎
通
を
図
る
た

め
の
考
え
方
や
手
順
等
を
解
説
し
た

も
の

方
法
を
採
用
し
、
合
併
後

に
お
い
て
も
従
前
の
各
算

定
方
法
を
維
持
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
地
域
ご
と

に
高
い
割
合
で
負
担
し
て

い
た
だ
い
た
方
が
大
多
数

を
占
め
る
こ
と
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
分

担
金
の
統
一
は
な
か
な
か

難
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。
同
様
に
、
当
初
か
ら

負
担
い
た
だ
い
て
い
る
方

と
の
均
衡
を
保
つ
た
め

に
、
移
住
を
含
め
て
下
水

を
新
た
に
利
用
い
た
だ
く

際
に
は
地
域
ご
と
の
分
担

金
を
負
担
い
た
だ
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

政
が
責
任
を
も
っ
て
行
う

こ
と
を
、
互
い
に
認
識
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。
そ
う
し
た
中
、
自
治

基
本
条
例
に
も
「
情
報
の

共
有
の
原
則
」
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ

き
市
の
情
報
提
供
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
や
団
体
に
出
向

き
、
膝
を
交
え
て
意
見
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

情
報
共
有
、
意
思
疎
通
を

図
り
、
市
民
と
の
協
働
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

※
補
完
性
の
原
理

　
決
定
や
自
治
な
ど
を
で
き
る
限
り

小
さ
い
単
位
で
行
い
、
で
き
な
い
こ

と
の
み
を
よ
り
大
き
な
単
位
の
団
体

で
補
完
し
て
い
く
と
い
う
概
念

一般質問（各個質問）

石綿飛散防止のため養生した建物
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椋
田　

昇
一
（
無
所
属
）

セ
ク
ハ
ラ
を
め
ぐ
る

国
内
外
の
動
き
に
つ
い
て

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

若
桜
鉄
道
に
対
す
る
本

市
の
支
援
に
つ
い
て

雲
坂　
　

衛
（
会
派
新
生
）

早
急
に
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
を
！

問 

財
務
省
事
務
次
官
の

セ
ク
ハ
ラ
問
題
、
麻
生
財

務
大
臣
の
認
識
と
言
動
は

開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な

い
。
性
被
害
を
告
発
す
る

「
＃M

eToo

（
ミ
ー
ト
ゥ
）」

が
広
が
る
な
か
、
国
際
社

会
へ
の
影
響
も
は
か
り
知

れ
ず
、
国
益
を
損
な
う
。

一
方
、
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
働
く
場
で

の
暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
な
く
す
た
め
の
条
約
作

成
方
針
を
決
定
し

た
。
初
め
て
の
国
際

基
準
と
な
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

答 

（
市
長
）
我
が

国
に
お
い
て
も
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
事
例
が
発

生
し
て
い
る
と
い
う

報
道
も
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
さ
ら
言
う
ま
で
も

問 

鳥
取
市
の
空
き
家
の

数
は
、
こ
の
⓴
年
間
で
約

２
倍
と
な
り
増
加
傾
向
で

あ
る
。
自
治
会
や
町
内
会

に
よ
る
空
き
家
活
用
の
促

進
や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

手
法
を
用
い
た
「
起
業
の

ま
ち
鳥
取
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
（
平
成
㉚
年

度
）」
推
進
の
た
め
に
も
、

国
の
有
利
な
財
源
が
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
本
市

の
「
空
家
等
対
策
計

画
」
の
策
定
を
、
早
急

に
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
は
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
手
法

を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
平
成
26
年
度
か
ら
開

始
し
５
年
度
目
と
な
る

が
、
引
き
続
き
、
空
き

家
の
活
用
、
ま
ち
の
賑

わ
い
の
創
出
、
公
共
施

設
の
利
活
用
な
ど
に
応

問 

二
〇
一
五
年
、
若
桜

鉄
道
は
、「
Ｓ
Ｌ
社
会
実

験
」
を
行
っ
た
。
全
国
か

ら
約
１
万
３
４
０
０
名
が

集
ま
り
、
経
済
波
及
効
果

は
約
１
８
０
０
万
円
、
鳥

取
市
内
で
の
宿
泊
客
は
全

体
の
�
％
で
あ
っ
た
。
Ｓ

Ｌ
観
光
列
車
の
定
期
運
行

が
実
現
す
れ
ば
、
県
東
部

の
観
光
振
興
、
経
済
波
及

効
果
は
大
き
い
と
考
え

る
。
本
市
が
積
極
的
に
若

桜
町
、
八
頭
町
と
協
力
し

て
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長

の
所
見
を
求
め

る
。

答 

（
市
長
）
鳥

取
・
若
桜
間
の
観

光
Ｓ
Ｌ
の
定
期
運

行
は
、
圏
域
全
体

の
一
体
的
発
展
の

観
点
か
ら
考
え
る

と
、
非
常
に
魅
力

用
で
き
る
よ
う
、
全
庁
的

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。
本
市
の
空
家

等
対
策
計
画
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
策
定
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
の
有
利
な

制
度
も
最
大
限
活
用
し
な

が
ら
、
ま
ち
の
活
性
化
に

し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

な
く
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
世
界
各
地
で
性
被

害
を
告
発
す
る
運
動
も
広

が
っ
て
お
り
、
国
際
労
働

機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
に
お
い

て
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
め
た
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
国
際

基
準
制
定
に
向
け
て
一
歩

前
進
す
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

的
な
事
業
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
Ｓ
Ｌ
を

実
際
に
走
行
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
大
変

な
費
用
を
要
す
る
と
考
え

ら
れ
、
費
用
対
効
果
等
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
ず
若
桜
鉄

道
、
ま
た
そ
の
沿
線
自
治

体
で
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
負

担
割
合
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

一般質問（各個質問）

空き家の数の推移（20年間で倍増）

人権とっとり講座の様子

若桜町のＳＬ列車
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秋
山　

智
博
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
と

人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

健
康
長
寿
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

岩
永　

安
子
（
共
産
党
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
環
境
整
備
を
！

問 

地
域
共
生
社
会
づ
く

り
は
住
民
の
役
割
を
増
大

さ
せ
、
公
的
責
任
の
削
減

や
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
意
見
が
あ
る
。

地
域
に
押
し
付
け
る
や
り

方
は
い
け
な
い
と
思
う
が

ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、

こ
れ
を
取
り
組
む
に
当
た

り
、
市
長
は
公
約
で
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支

援
事
業
充
実
を
図
る
と
あ

る
が
、
内
容
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
地
域
が
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
課
題
解
決
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
一

方
、
行
政
は
財
政
支
援
や

専
門
職
や
関
係
機
関
と
の

連
携
の
も
と
で
解
決
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
地
域
と
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
、
一
体
的
に
地

問 

介
護
保
険
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い

く
た
め
に
は
介
護
予
防
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

フ※

レ
イ
ル
を
防
ぐ
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

東
京
大
学
の
飯
島
勝
矢
教

授
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に

重
要
な
「
栄
養
」「
運
動
」

「
社
会
参
加
」
の
３
つ
の

要
素
を
意
識
で
き
る
よ
う

「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

を
考
案
さ
れ
た
。
健
康
長

寿
を
目
指
す
取
り
組
み
と

し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
力

を
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
フ
レ
イ
ル

予
防
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
介
護
予
防
や

健
康
増
進
に
つ
い
て
の
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

日
常
生
活
の
中
で
み
ず
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
専
用
区
画
の
面
積
は
条※

１

例
で
児
童
一
人
に
つ
き
、

お
お
む
ね
１
・
�
㎡
以
上

と
さ
れ
て
い
る
が
、
基
準

以
下
の
狭
い
施
設
の
現
状

と
改
善
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。
改
善
計
画
の
作

成
や
、
条
例
を
見
直
し
て

改
善
す
る
な
ど
、
環
境
整

備
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答 

（
教
育
長
）
現
在
、

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

児
童
ク
ラ
ブ
は
62
ク
ラ
ブ

の
う
ち
17
ク
ラ
ブ
あ
る
。

こ
の
基
準
は
専※

２
用
区
画
と

し
て
の
数
値
で
あ
り
、
こ

れ
を
満
た
し
て
い
な
い
ク

ラ
ブ
で
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
体
育
館
な
ど
を
利
用
し

児
童
の
健
全
育
成
を
行
う

活
動
場
所
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
改
善
に
つ
い
て

は
、
毎
年
、
鳥
取
市
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
こ
そ
が
、
本

市
が
目
指
す
地
域
共
生
社

会
で
あ
り
、
行
政
と
し
て

の
責
任
の
後
退
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

包
括
的
相
談
体
制
の
構

築
に
当
た
っ
て
は
、
自
立

相
談
支
援
事
業
を
含
む
中

央
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

相
談
支
援
事
業
を
核
と
し

な
が
ら
、
各
地
域
の
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
相
談
活

動
を
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

策
定
予
定
の
地
域
福
祉
計

画
や
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
動
計
画
に
位
置
づ
け
、

具
体
的
に
は
策
定
作
業
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

常
生
活
に
密
着
し
た
地
域

で
の
集
ま
り
の
場
で
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
や
「
高
齢
者
サ

ロ
ン
」
な
ど
、
本
市
の
フ

レ
イ
ル
予
防
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
気
軽
に
参
加
い
た
だ

い
て
、
そ
の
際
に
フ
レ
イ

ル
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
と
考
え
て

い
る
。

※
フ
レ
イ
ル

　
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力
（
運

動
機
能
や
認
知
機
能
等
）
が
低
下
し
、

複
数
の
慢
性
疾
患
の
併
存
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
生
活
機
能
が
障
害
さ
れ
、

心
身
の
脆
弱
性
が
出
現
し
た
状
態
で

あ
る
が
、
一
方
で
適
切
な
介
入
・
支

援
に
よ
り
生
活
機
能
の
維
持
向
上
が

可
能
な
状
態
像

ら
、
施
設
・
運
営
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
い
た
だ

い
た
り
、
教
育
委
員
会
の

担
当
職
員
が
随
時
各
ク
ラ

ブ
を
訪
問
し
実
態
把
握
に

努
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

改
善
計
画
に
つ
い
て
は
、

入
級
児
童
数
も
年
に
よ
り

変
動
が
大
き
く
想
定
が
難

し
い
た
め
、
現
在
の
と
こ

ろ
策
定
は
考
え
て
い
な

い
。
変
化
す
る
児
童
ク
ラ

ブ
の
実
態
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
入
級
を
希
望
す
る

児
童
全
て
を
受
け
入
れ
る

べ
く
、
年
度
当
初
に
間
に

合
う
よ
う
に
児
童
ク
ラ
ブ

を
分
割
、
拡
充
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

※
1

　
鳥
取
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

※
2

　
遊
び
及
び
生
活
の
場
と
し
て
の
機

能
な
ら
び
に
静
養
す
る
た
め
の
機
能

を
備
え
た
区
画

一般質問（各個質問）
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寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

日
本
遺
産
認
定
に
伴
う

鳥
取
港
の
活
性
化
を

伊
藤　

幾
子
（
共
産
党
）

地
域
防
災
計
画
に
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
を
！

９
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

９
月
３
日
㈪
開
会･

会
期
の
決
定･

提
案
説
明
・

決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
４
日
㈫
議
案
調
査

９
月
５
日
㈬
一
般
質
問

９
月
６
日
㈭
一
般
質
問

９
月
７
日
㈮
委
員
会

９
月
⓫
日
㈫
委
員
会

９
月
⓬
日
㈬
一
般
質
問

９
月
⓭
日
㈭
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
⓮
日
㈮
一
般
質
問

９
月
⓲
日
㈫
一
般
質
問
・
追
加
提
案
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
・
委
員
会

９
月
⓳
日
㈬
委
員
会

９
月
⓴
日
㈭
委
員
会

９
月
㉑
日
㈮
委
員
会

９
月
㉕
日
㈫
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
㉖
日
㈬
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
㉗
日
㈭
決
算
審
査
分
科
会

９
月
㉘
日
㈮
決
算
審
査
分
科
会

⓾
月
１
日
㈪
決
算
審
査
分
科
会

⓾
月
２
日
㈫
決
算
審
査
特
別
委
員
会

⓾
月
３
日
㈬
決
算
審
査
特
別
委
員
会

⓾
月
４
日
㈭
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
・
閉
会

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問 

深
刻
な
健
康
被
害
を

も
た
ら
す
ア
ス
ベ
ス
ト

は
、
耐
火
性
、
耐
熱
性
な

ど
多
様
な
機
能
が
あ
り
、

多
く
の
建
築
材
料
に
使
わ

れ
て
き
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
の
可
能
性
が
あ
る
建

物
は
全
国
で
約
２
８
０
万

棟
あ
り
、
災
害
時
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
国
の

「
災
害
時
に
お
け
る
石
綿

飛
散
防
止
に
係
る
取
扱
い

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
反
映
し

た
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
地

域
防
災
計
画
に
盛
り
込
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
国
は
、
平

成
28
年
５
月
の
環
境
省
の

課
長
通
知
に
よ
り
、
地
域

防
災
計
画
に
災
害
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
及
び
ば

く
露
対
策
を
規
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
関
係
部
局

間
で
調
整
す
る
よ
う
に
都

道
府
県
等
に
対
し
て
通
知

問 

今
年
５
月
、
北
前
船

の
寄
港
地
と
し
て
賀
露
港

が
日
本
遺
産
に
追
加
認
定

さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
鳥
取
港
全
域
で
の

活
性
化
が
必
要
と
考
え

る
。
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
他
、
観
光
客
誘
致
拡

大
な
ど
を
初
め
、
鳥
取
港

の
観
光
振
興
策
を
強
力
に

進
め
、
鳥
取
港
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
所
見
を

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
現
在
、
鳥

取
県
で
は
、
鳥
取
港

と
鳥
取
空
港
を
鳥
取

県
東
中
部
・
但
馬
地

方
の
観
光
・
交
流
・

情
報
の
玄
関
口
と
す

る
ツ
イ
ン
ポ
ー
ト
化

に
取
り
組
ま
れ
、
こ

の
一
つ
と
し
て
、
地

元
関
係
者
、
行
政
、

観
光
、
交
通
等
関
係

者
で
構
成
す
る
鳥
取

港
利
用
促
進
検
討
会
賑
わ

い
づ
く
り
検
討
部
会
に
お

い
て
、
基
本
計
画
の
策
定

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
は
、
日
本
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
鳥
取
港
の
さ
ら
な

る
魅
力
創
造
や
発
信
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
ま
た
、

基
本
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
行
っ
て
い
る
。
鳥
取
県

に
お
い
て
も
、
平
成
30
年

３
月
に
県
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
さ
れ
、
建
築

物
等
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
等
の
防
止
対
策
を
規

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
市
と
し
て
も
、
こ

れ
を
受
け
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
等
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
本
市
の
地
域
防
災

計
画
に
規
定
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

一般質問（各個質問）
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　長年にわたり市政に貢献した功労者として、全国市議会議長
会から吉田博幸議員、房安光議員が表彰を受けました。
　また、中国市議会議長会から上田孝春議員、房安光議員が表彰
を受けました。
　６月定例会初日の６月８日に下村佳弘議長より伝達が行わ
れ、受賞者を代表して上田孝春議員へ表彰状が手渡されました。

全国市議会議長会及び
中国市議会議長会表彰を伝達

T OPICS

　６月２日に平成31年秋の開庁を目標に工事を進めて
いる新庁舎新築工事現場の見学会があり、新庁舎建設
に関する調査特別委員会の委員を中心とした22名の議
員が出席し、工事の進捗状況や新本庁舎の機能等につ
いて説明を受けました。

　自治体の広報誌がスマートフォンやタブレッ
トで手軽にご覧いただける無料アプリ『マチイ
ロ』で、とっとり市議会だよりの配信を始めま
した。
　平成29年12月定例会号より御覧いただけます。 ダウンロードはこちら↑

鳥取市新庁舎新築工事現場見学会

とっとり市議会だより
　　　　　  までの手順
①アプリをダウンロード
②お住まいの地域を「鳥取市」
に設定
③画面下部（フッダー）の広
報誌をクリック

議
会
運
営
委
員
会

視
察
報
告

　

福
島
市
議
会
で
は
、
原
発
問
題
や
安
全
対

策
や
防
災
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
と
の
意
見

交
換
や
意
見
聴
取
の
場
を
多
様
に
設
け
、
市

民
の
意
見
及
び
知
見
を
審
議
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
公
聴
会
制
度
及
び
参
考
人
制
度
の
積

極
的
な
活
動
に
努
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
那
須
塩
原
市
議
会
で
は
、
議
会
基

本
条
例
の
検
証
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
全

条
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
段
階
評
価
を
さ

れ
、
検
証
結
果
の
外
部
評
価
を
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
各
市
議
会
共
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。

茨
城
県
日
立
市

福
島
県
福
島
市

栃
木
県
那
須
塩
原
市

議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

平成30年
４月18日～
4月20日那須塩原市の議場

議会活動等

鳥取港（提供：鳥取県）

材料の区分 使用箇所の例（使用目的）
吹付け石綿 壁、天井、鉄骨
石綿を含有する
断熱材

屋根裏、煙突

石綿を含有する
保温材

ボイラー、化学プラント、焼却
炉、配管の曲線部

石綿を含有する
耐火被覆材

鉄骨部分、鉄骨柱、粱、エレ
ベータ
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とっとり市議会だより
　　　　　  までの手順
①アプリをダウンロード
②お住まいの地域を「鳥取市」
に設定
③画面下部（フッダー）の広
報誌をクリック

議
会
運
営
委
員
会

視
察
報
告

　

福
島
市
議
会
で
は
、
原
発
問
題
や
安
全
対

策
や
防
災
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
と
の
意
見

交
換
や
意
見
聴
取
の
場
を
多
様
に
設
け
、
市

民
の
意
見
及
び
知
見
を
審
議
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
公
聴
会
制
度
及
び
参
考
人
制
度
の
積

極
的
な
活
動
に
努
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
那
須
塩
原
市
議
会
で
は
、
議
会
基

本
条
例
の
検
証
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
全

条
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
段
階
評
価
を
さ

れ
、
検
証
結
果
の
外
部
評
価
を
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
各
市
議
会
共
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。

茨
城
県
日
立
市

福
島
県
福
島
市

栃
木
県
那
須
塩
原
市

議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

平成30年
４月18日～
4月20日那須塩原市の議場

議会活動等
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平成30年６月定例会の審議結果

◆賛否のわかれたもの（各議員の賛否状況は下のとおりです）

◆各議員の賛否状況一覧

議案番号 案　　件　　名 議決結果
＜市長提出議案＞
議案第103号 平成30年度鳥取市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第118号 工事請負契約の締結について 原案可決
＜議員提出議案＞
議案第６号 2025年国際博覧会の誘致に関する決議の提出について 原案可決

議案番号

賛否状況

会派新生 公明党 結 共産党 市民
フォーラム 無所属

雲
坂
　
　
衛

吉
野
　
恭
介

星
見
　
健
蔵

魚
﨑
　
　
勇

横
山
　
　
明

西
村
紳
一
郎

岡
田
　
信
俊

寺
坂
　
寛
夫

砂
田
　
典
男

山
田
　
延
孝

金
谷
　
洋
治

下
村
　
佳
弘

房
安
　
　
光

上
杉
　
栄
一

前
田
　
伸
一

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

桑
田
　
達
也

田
村
　
繁
已

勝
田
　
鮮
二

米
村
　
京
子

橋
尾
　
泰
博

上
田
　
孝
春

岩
永
　
安
子

伊
藤
　
幾
子

角
谷
　
敏
男

秋
山
　
智
博

長
坂
　
則
翁

足
立
　
考
史

太
田
　
　
緣

椋
田
　
昇
一

吉
田
　
博
幸

＜市長提出議案＞

議案第103号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案第118号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

＜議員提出議案＞

議 案 第 6 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇

◆全会一致で可決、同意したもの

－陳情審査結果－
採択となったもの

市会議員の飲酒モラルについての陳情（平成30年陳情第４号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を図るための、2019年度政府予算に係る意見書提出を求める陳情（平成30年陳情第５号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため。

不採択となったもの

鳥取市議会常任委員会・会議録等のネット放映・閲覧についての陳情（平成30年陳情第３号）
（理由）改選後の新たな議会で新本庁舎移転後に検討課題とされるべきと考え、現段階では採択することはできないため。

臓器移植の環境整備を求める意見書提出を求める陳情（平成30年陳情第６号）
（理由）意見書案の記載事項に不明な点があるため。

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

104 平成29年度八頭環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認
定について

105 鳥取市税条例等の一部改正について
106 鳥取市旅館業法施行条例の一部改正について
107 鳥取市公民館条例の一部改正について
108 鳥取市河原町お城山展望台の指定管理者の指定について
109 鳥取市都市公園の指定管理者の指定について
110 鳥取市体育館の指定管理者の指定について
111 鳥取市多目的運動広場の指定管理者の指定について
112 鳥取市海洋センターの指定管理者の指定について
113 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
114 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について

115・116 財産の取得について
117 財産の無償譲渡について
119 調停の申立てについて

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞
120～128 専決処分事項の報告及び承認について
129・130 工事請負契約の締結について

131 鳥取市副市長の選任について
＜議員提出議案＞

4 ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書の提出
について

5 旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見
書の提出について

＜委員会提出議案＞
1 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

2
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
を図るための、2019年度政府予算に係る意見書の提出
について

＜請　願＞
請願第１号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出を求める請願

平成30年６月定例会の審議結果（会期：平成30年６月８日～６月25日）

賛成…〇　反対…×※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。
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常任委員会視察報告
　各委員会の所管事務の先進事例や類似事例などを視察することによって、識見を高め、そ

の視察の成果を市政の課題解決に生かすため、各委員会では行政視察を行っています。

　平成30年５月14日～５月16日にかけて行った行政視察の概要について報告します。

また、各委員会の視察報告書については、市議会ホームページに掲載しています。

総務企画委員会

　東彼杵町で視察した、情報伝達システム「防災
info ひがしそのぎ」は、自治体からの災害・防災
情報を個人のスマートフォン等の通信機器に直
接配信することで漏れなく伝えることができ、
そのうえ受信確認も可能という大変画期的なも
のであった。本市も
個人への情報の伝達
に課題があり、今回
視察したシステムの
導入を検討すべきと
強く感じた。

長崎県長崎市 地域コミュニティに関する取り組みについて
 携帯電話網を活用した防災情報配信・収集 
 サービス（アットインフォカナル）について
広島県尾道市 日本遺産・尾道水道が紡いだ中世からの箱 
 庭的都市について

文教経済委員会

　彦根市では、世界遺産登録を目指す彦根城を
背景に通過型観光からインバウンドも視野に入
れた滞在型観光への転換を目指している。そう
した中、近江ツーリズムボードでは、話題性に富
む事業を次々と実施しており、構成自治体や企
業、市民の意識の高
まりや協働の視点と
合わせて、今後の麒
麟のまち観光局のあ
り方の大きなヒント
となった。

有限会社池田牧場 ６次産業化の取り組みについて  

 ＤＭＯの取り組みについて

岡山県倉敷市 ＩＣＴ教育に関する取り組みについて

福祉保健委員会

　地域健康医療支援センター「ふくしあ」は多職
種連携が特徴で、ワンフロアに行政、地域包括セ
ンター、社会福祉協議会、訪問看護ステーション
があり、利用者情報を同時に共有できる。連携が
密になり、利用者側も提供する側も合理的、時間
短縮して垣根のない
サービスが提供され
ている。市民にとっ
て、隅々まで気配り
をしてもらえる心の
シンボル的存在であ
ると感じた。

三重県松阪市　自治体病院の運営について
静岡県掛川市　地域健康医療支援センター「ふくしあ」について
静岡県浜松市　健康づくり施策について

建設水道委員会

　横浜市のテクニカルエキスパート制度やマス
ターエンジニア制度は、日常はもちろんのこと
事故や災害時のライフラインの確保、人材育成
の観点から大変参考になった。
　三鷹市は市民と一体となり、戸別収集方式を
取り入れ、ごみ処理
総排出量、分別リサ
イクル率、総資源化
率、最終処分量など
減量化目標を実現し
ていた。鳥取市も参
考にしたい。

神奈川県横浜市　水道局における人材育成の取り組み
　　　　　　　　について
東京都三鷹市　　ごみ減量化の取り組みについて
茨城県常総市　　関東・東北豪雨災害について

一般社団法人
近江ツーリズムボード

長崎県東彼杵郡
東彼杵町

常任委員会視察報告
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常任委員会視察報告
　各委員会の所管事務の先進事例や類似事例などを視察することによって、識見を高め、そ

の視察の成果を市政の課題解決に生かすため、各委員会では行政視察を行っています。

　平成30年５月14日～５月16日にかけて行った行政視察の概要について報告します。

また、各委員会の視察報告書については、市議会ホームページに掲載しています。

総務企画委員会

　東彼杵町で視察した、情報伝達システム「防災
info ひがしそのぎ」は、自治体からの災害・防災
情報を個人のスマートフォン等の通信機器に直
接配信することで漏れなく伝えることができ、
そのうえ受信確認も可能という大変画期的なも
のであった。本市も
個人への情報の伝達
に課題があり、今回
視察したシステムの
導入を検討すべきと
強く感じた。

長崎県長崎市 地域コミュニティに関する取り組みについて
 携帯電話網を活用した防災情報配信・収集 
 サービス（アットインフォカナル）について
広島県尾道市 日本遺産・尾道水道が紡いだ中世からの箱 
 庭的都市について

文教経済委員会

　彦根市では、世界遺産登録を目指す彦根城を
背景に通過型観光からインバウンドも視野に入
れた滞在型観光への転換を目指している。そう
した中、近江ツーリズムボードでは、話題性に富
む事業を次々と実施しており、構成自治体や企
業、市民の意識の高
まりや協働の視点と
合わせて、今後の麒
麟のまち観光局のあ
り方の大きなヒント
となった。

有限会社池田牧場 ６次産業化の取り組みについて  

 ＤＭＯの取り組みについて

岡山県倉敷市 ＩＣＴ教育に関する取り組みについて

福祉保健委員会

　地域健康医療支援センター「ふくしあ」は多職
種連携が特徴で、ワンフロアに行政、地域包括セ
ンター、社会福祉協議会、訪問看護ステーション
があり、利用者情報を同時に共有できる。連携が
密になり、利用者側も提供する側も合理的、時間
短縮して垣根のない
サービスが提供され
ている。市民にとっ
て、隅々まで気配り
をしてもらえる心の
シンボル的存在であ
ると感じた。

三重県松阪市　自治体病院の運営について
静岡県掛川市　地域健康医療支援センター「ふくしあ」について
静岡県浜松市　健康づくり施策について

建設水道委員会

　横浜市のテクニカルエキスパート制度やマス
ターエンジニア制度は、日常はもちろんのこと
事故や災害時のライフラインの確保、人材育成
の観点から大変参考になった。
　三鷹市は市民と一体となり、戸別収集方式を
取り入れ、ごみ処理
総排出量、分別リサ
イクル率、総資源化
率、最終処分量など
減量化目標を実現し
ていた。鳥取市も参
考にしたい。

神奈川県横浜市　水道局における人材育成の取り組み
　　　　　　　　について
東京都三鷹市　　ごみ減量化の取り組みについて
茨城県常総市　　関東・東北豪雨災害について

一般社団法人
近江ツーリズムボード

長崎県東彼杵郡
東彼杵町

常任委員会視察報告
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トーク カフェ

　平成30年８月５日（日）、鳥取市議会　議会報告会・意見交換会（Talk Cafe）を開催しました。

当日は参加者、議員合わせて82名で第１部は議会報告、第２部では意見交換を行いました。参加

いただいた皆さんからたくさんの貴重なご意見をいただきました。ご意見については全議員で

共有し、今後の議会・議員活動に活かしてまいります。

【第１部】議会報告会　13：30～ 14：00

第１部では、参加いただいた皆さんに議会を身近に感じていただけるよう、本会議場を使

い議会報告を行いました。下村佳弘議長のあいさつに始まり、吉野恭介議会広報委員長が、

２月定例会において各常任委員会で審議された内容等の報告を行いました。

【第２部】意見交換会　14：00～ 15：30

第２部では、２つの会場でテーマごとにテーブルを囲み意見交換を行いました。コーヒー

などを飲みながら、議員を含めた７～８人のグループごとに自由闊達な意見交換となりま

した。最後は各グループで意見をまとめ、代表者に発表していただきました。

【テーマ】

●防災について　●まちづくりについて　●市民が求める公共交通政策について

●市民が求める河川・道路・除雪について　●観光資源の活用について

●学校と地域とのかかわりについて　●本市の地域包括ケアについて

●（子どもから大人までの）健康づくりについて　●本庁舎跡地等の活用について

【参加者の皆さんからの感想】
・初対面の方々と有意義な時間がもてました。大学生がいてくれたことがすばらしかっ
たです。もっと若い方に参加してもらえるように働きかけをしてはどうでしょうか。
・地域防災の見直しの必要性を感じた。「自助」と「近助」という言葉もあり、勉強になり
ました。
・意見交換会で出た意見を是非議会でも取り上げてほしいです。
・人の意見を聴くことで、新たな発想ができた。
・時間が短い。テーマを一つの方がよかったのでは。

【当日の様子】

【参加者の皆さんからの感想】
・試みとしては大変よい。開かれた議会へのステップとしてよい取り組みであった。
・文書報告でいいのではないか。
・常任委員会の様子がもっとはっきりとした映像の方がよい。
・第２部の意見交換会との関連する内容についても報告いただきたかった。
・少し物足りなかった。

【当日の様子】

Talk Cafeへのご参加、また、たくさんのご意見をいただきありがとうございました。意見交換会
の中でいただいたご意見、アンケートの集計結果、執行機関からの回答については、後日、鳥取市
議会ホームページに掲載します。

トーク     カフェ

 鳥取市議会議会報告会・意見交換会
（Talk Cafe）を開催しました。

トーク    カフェ

議会報告会
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トーク カフェ

　平成30年８月５日（日）、鳥取市議会　議会報告会・意見交換会（Talk Cafe）を開催しました。

当日は参加者、議員合わせて82名で第１部は議会報告、第２部では意見交換を行いました。参加

いただいた皆さんからたくさんの貴重なご意見をいただきました。ご意見については全議員で

共有し、今後の議会・議員活動に活かしてまいります。

【第１部】議会報告会　13：30～ 14：00

第１部では、参加いただいた皆さんに議会を身近に感じていただけるよう、本会議場を使

い議会報告を行いました。下村佳弘議長のあいさつに始まり、吉野恭介議会広報委員長が、

２月定例会において各常任委員会で審議された内容等の報告を行いました。

【第２部】意見交換会　14：00～ 15：30

第２部では、２つの会場でテーマごとにテーブルを囲み意見交換を行いました。コーヒー

などを飲みながら、議員を含めた７～８人のグループごとに自由闊達な意見交換となりま

した。最後は各グループで意見をまとめ、代表者に発表していただきました。

【テーマ】

●防災について　●まちづくりについて　●市民が求める公共交通政策について

●市民が求める河川・道路・除雪について　●観光資源の活用について

●学校と地域とのかかわりについて　●本市の地域包括ケアについて

●（子どもから大人までの）健康づくりについて　●本庁舎跡地等の活用について

【参加者の皆さんからの感想】
・初対面の方々と有意義な時間がもてました。大学生がいてくれたことがすばらしかっ
たです。もっと若い方に参加してもらえるように働きかけをしてはどうでしょうか。
・地域防災の見直しの必要性を感じた。「自助」と「近助」という言葉もあり、勉強になり
ました。
・意見交換会で出た意見を是非議会でも取り上げてほしいです。
・人の意見を聴くことで、新たな発想ができた。
・時間が短い。テーマを一つの方がよかったのでは。

【当日の様子】

【参加者の皆さんからの感想】
・試みとしては大変よい。開かれた議会へのステップとしてよい取り組みであった。
・文書報告でいいのではないか。
・常任委員会の様子がもっとはっきりとした映像の方がよい。
・第２部の意見交換会との関連する内容についても報告いただきたかった。
・少し物足りなかった。

【当日の様子】

Talk Cafeへのご参加、また、たくさんのご意見をいただきありがとうございました。意見交換会
の中でいただいたご意見、アンケートの集計結果、執行機関からの回答については、後日、鳥取市
議会ホームページに掲載します。

トーク     カフェ

 鳥取市議会議会報告会・意見交換会
（Talk Cafe）を開催しました。

トーク    カフェ

議会報告会



とっとり市議会だより 平成30年６月定例会号15

トーク カフェ

　平成30年８月５日（日）、鳥取市議会　議会報告会・意見交換会（Talk Cafe）を開催しました。

当日は参加者、議員合わせて82名で第１部は議会報告、第２部では意見交換を行いました。参加

いただいた皆さんからたくさんの貴重なご意見をいただきました。ご意見については全議員で

共有し、今後の議会・議員活動に活かしてまいります。

【第１部】議会報告会　13：30～ 14：00

第１部では、参加いただいた皆さんに議会を身近に感じていただけるよう、本会議場を使

い議会報告を行いました。下村佳弘議長のあいさつに始まり、吉野恭介議会広報委員長が、

２月定例会において各常任委員会で審議された内容等の報告を行いました。

【第２部】意見交換会　14：00～ 15：30

第２部では、２つの会場でテーマごとにテーブルを囲み意見交換を行いました。コーヒー

などを飲みながら、議員を含めた７～８人のグループごとに自由闊達な意見交換となりま

した。最後は各グループで意見をまとめ、代表者に発表していただきました。

【テーマ】

●防災について　●まちづくりについて　●市民が求める公共交通政策について

●市民が求める河川・道路・除雪について　●観光資源の活用について

●学校と地域とのかかわりについて　●本市の地域包括ケアについて

●（子どもから大人までの）健康づくりについて　●本庁舎跡地等の活用について

【参加者の皆さんからの感想】
・初対面の方々と有意義な時間がもてました。大学生がいてくれたことがすばらしかっ
たです。もっと若い方に参加してもらえるように働きかけをしてはどうでしょうか。
・地域防災の見直しの必要性を感じた。「自助」と「近助」という言葉もあり、勉強になり
ました。
・意見交換会で出た意見を是非議会でも取り上げてほしいです。
・人の意見を聴くことで、新たな発想ができた。
・時間が短い。テーマを一つの方がよかったのでは。

【当日の様子】

【参加者の皆さんからの感想】
・試みとしては大変よい。開かれた議会へのステップとしてよい取り組みであった。
・文書報告でいいのではないか。
・常任委員会の様子がもっとはっきりとした映像の方がよい。
・第２部の意見交換会との関連する内容についても報告いただきたかった。
・少し物足りなかった。

【当日の様子】

Talk Cafeへのご参加、また、たくさんのご意見をいただきありがとうございました。意見交換会
の中でいただいたご意見、アンケートの集計結果、執行機関からの回答については、後日、鳥取市
議会ホームページに掲載します。

トーク     カフェ

 鳥取市議会議会報告会・意見交換会
（Talk Cafe）を開催しました。

トーク    カフェ

議会報告会
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トーク カフェ

　平成30年８月５日（日）、鳥取市議会　議会報告会・意見交換会（Talk Cafe）を開催しました。

当日は参加者、議員合わせて82名で第１部は議会報告、第２部では意見交換を行いました。参加

いただいた皆さんからたくさんの貴重なご意見をいただきました。ご意見については全議員で

共有し、今後の議会・議員活動に活かしてまいります。

【第１部】議会報告会　13：30～ 14：00

第１部では、参加いただいた皆さんに議会を身近に感じていただけるよう、本会議場を使

い議会報告を行いました。下村佳弘議長のあいさつに始まり、吉野恭介議会広報委員長が、

２月定例会において各常任委員会で審議された内容等の報告を行いました。

【第２部】意見交換会　14：00～ 15：30

第２部では、２つの会場でテーマごとにテーブルを囲み意見交換を行いました。コーヒー

などを飲みながら、議員を含めた７～８人のグループごとに自由闊達な意見交換となりま

した。最後は各グループで意見をまとめ、代表者に発表していただきました。

【テーマ】

●防災について　●まちづくりについて　●市民が求める公共交通政策について

●市民が求める河川・道路・除雪について　●観光資源の活用について

●学校と地域とのかかわりについて　●本市の地域包括ケアについて

●（子どもから大人までの）健康づくりについて　●本庁舎跡地等の活用について

【参加者の皆さんからの感想】
・初対面の方々と有意義な時間がもてました。大学生がいてくれたことがすばらしかっ
たです。もっと若い方に参加してもらえるように働きかけをしてはどうでしょうか。
・地域防災の見直しの必要性を感じた。「自助」と「近助」という言葉もあり、勉強になり
ました。
・意見交換会で出た意見を是非議会でも取り上げてほしいです。
・人の意見を聴くことで、新たな発想ができた。
・時間が短い。テーマを一つの方がよかったのでは。

【当日の様子】

【参加者の皆さんからの感想】
・試みとしては大変よい。開かれた議会へのステップとしてよい取り組みであった。
・文書報告でいいのではないか。
・常任委員会の様子がもっとはっきりとした映像の方がよい。
・第２部の意見交換会との関連する内容についても報告いただきたかった。
・少し物足りなかった。

【当日の様子】

Talk Cafeへのご参加、また、たくさんのご意見をいただきありがとうございました。意見交換会
の中でいただいたご意見、アンケートの集計結果、執行機関からの回答については、後日、鳥取市
議会ホームページに掲載します。

トーク     カフェ

 鳥取市議会議会報告会・意見交換会
（Talk Cafe）を開催しました。

トーク    カフェ

議会報告会
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（鳥取市議会ホームページ）

「生中継を見る」をクリックすれば、
すぐに中継が見られます！

過去の中継も
配信しています！

クリック！

　７月31日に釧路市姉妹都市等交流促進議員連盟の議員
４名が来鳥され、下村佳弘議長を表敬訪問されました。
　明治17年～18年にかけて、釧路開拓移住のために鳥取
士族が賀露港を出帆し、入植地で鳥取村を形成しました。
昭和24年には鳥取村は、釧路市と合併しましたが、鳥取市
と釧路市は、開拓移住に由来する交流を積み重ね、昭和38
年10月４日姉妹都市提携を締結しました。

　本市議会の本会議、委員会は公開されており、
市民をはじめすべての人が傍聴できます。傍聴
は市議会活動に触れる最も身近な方法であり、
市議会議員の活動や市政の方針などを実地に見
聞することができます。本会議の傍聴席は市役
所本庁舎６階にあり、一般傍聴席45席、車イス
スペース５席をご用意しております。団体での
傍聴の場合は、あらかじめ市議会事務局議事係
にご連絡ください。（☎0857-20-3344）

姉妹都市（釧路市）との交流

傍聴のご案内 さ なります!!作品 表紙ん
の

にが皆
　とっとり市議会だよりの表紙をかざる写真・絵手紙等を募集し
ています。
　平成30年度はテーマを設定しません。ジャンルも問いません。
みなさまからの活気あふれる作品のご応募をお待ちしています！
次回号は、12月１日発刊を予定しています。
　詳しくは、鳥取市議会ホームページをご覧いただくか、市議会
事務局調査係（電話０８５７－２０－３３４３）まで。

鳥取市議会  作品募集

◆ネットで検索！

 ◆ＱＲコードで簡単アクセス！
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に
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、
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に
は
、
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よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
異
常
気
象
な
の
か
、
台

風
が
東
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
暑
さ
が
続

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
８

月
５
日
、
第
５
回
議
会
報
告
会
を
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
無
事
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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「
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ー
ク
カ
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ェ
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で
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ル
ー
プ
別

に
活
発
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
ひ
と
時
を
皆
様
と
共
有
で
き
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
、
今
後
も
よ
り
分
か
り

や
す
い
身
近
な
議
会
広
報
活
動
が
行
え
る

よ
う
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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